
お
知
ら
せ

とき　　ところ　　定員　　申し込み方法　　申込期間・期限　　

いわき市の
人口と面積

　人　口　329,516人　（－  224）
　　男　　161,685人　（－ 133）
　　女　　167,831人　（－  91）
　世帯数　141,353世帯（＋　  6）
　面　積　1,232.26㎢
　令和３年11月１日現在／(前月比）

お 知 ら せ
Information

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週金曜日　13：00～13：30（再放送）
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）
▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　７：45～／12：10～（再放送）

市政情報番組　毎週土曜日　８：55～
　
福島放送　　　　12月11日㈯　11：40～
　　　　　　　　１月８日㈯　11：40～
福島中央テレビ　12月18日㈯　９：25～
福島テレビ　　　12月19日㈰　13：55～
テレビユー福島　12月25日㈯　９：25～

福島テレビ　　　12月26日㈰　13：55～

※新型コロナウイルス感染症の影響により、
　中止・変更となる場合がありますので、事
　前に各担当へお問い合わせください。

※変更となる場合がありますので、広報広聴
　課広報係（☎22－7402）へお問い合わせい
　ただくか、市ホームページをご覧ください。
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住
ま
い
政
策
課
住
宅
計
画
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
１
１
７
８

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
、

居
住
し
て
い
た
持
ち
家
住
宅
が

滅
失
な
ど
し
た
方
に
、
住
宅
再

建
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助

　
秘
書
課
　
☎
22
・
７
４
０
０

　
来
年
１
月
５
日
㈬
　
16
時
〜

17
時

　
パ
レ
ス
い
わ
や

　
３
百
50
人
（
先
着
順
・
要
事

前
申
し
込
み
）

　
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
欄
に
参

加
人
数
（
１
枚
で
２
人
ま
で
、

ま
た
、
１
団
体
・
事
業
所
に
つ

き
原
則
２
人
ま
で
申
し
込
み

可
）
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
返
信
欄
に
代
表
者
の
宛

先
を
明
記
し
て
、
〒
９
７
０―

８
６
８
６
　
秘
書
課
へ

　
12
月
20
日
㈪
必
着

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
拡
大
防
止
の
た
め
、
飲
食
は

　
行
い
ま
せ
ん
。

す
る
同
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
来
年
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
同

課
で

※

来
年
３
月
ま
で
に
住
宅
の
再

　
建
が
完
了
予
定
で
、
ま
だ
利

　
用
し
て
い
な
い
方
は
、
同
課

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

シルミルいわき

ラジオ福島（1431K㎐・90.2M㎐）

固定資産税・都市計画税　　　第３期
国民健康保険税　　　　　　　第６期
介護保険料（第１号被保険者）第６期
下水道事業受益者負担金　　　第３期
後期高齢者医療保険料（※）　第５期
（※納期限は１月４日㈫となります。）

今月の納期（納期限12月27日㈪）

津
波
被
災
住
宅
再
建
事
業

の
申
請
を

日所定申

期

新
春
市
民
交
歓
会
を
開
催

　地球温暖化を防止するため、一人一人が普
段から温暖化対策を意識したCOOL CHOICE
（賢い選択）を行いましょう。
　寒くなるこれからの季節は、暖房時の室温
を20度程度にし、快適に過ごすライフスタイ
ル「ウォームビズ」に取り組んでみましょう。
○ウォームビズのポイント
　衣・食・住のひと工夫で暖かく過ごしま
しょう。
・首や手首、足首の３つの
　首を温める
・ひざ掛けやストールを活
　用する
・鍋料理で体を温める
・温度計や湿度計で室内環
　境を測定して可視化する

環境企画課環境企画係　☎22－7528
ウォームビズに取り組もう

日 定 申 期所

申

に
出
席
い
た
だ
け
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
関

心
は
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
常
磐
炭
田
を
研
究
し
て
感
じ
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
の
炭
鉱
遺
産
は
松
尾
芭
蕉
の
句

「
夏
草
や
　
兵
ど
も
が
　
夢
の
跡
」
を
思

わ
せ
る
た
た
ず
ま
い
で
、
往
時
の
石
炭
の

汚
れ
な
ど
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
背
景
を
知
り
、
遺
跡
の
前
に
立
つ

と
、
こ
の
地
で
連
日
連
夜
、
熱
い
地
底
で

働
い
た
先
人
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

朽
ち
て
ゆ
く
遺
産
を
前
に
昭
和
か
ら
の
時

の
流
れ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

多
く
の
方
に
体
験
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
研
究
を
続
け
る
中
で
、
い
わ
き

の
気
質
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

阿
武
隈
山
地
を
背
に
、
太
平
洋
に
つ
な
が

る
開
け
た
平
野
、
そ
し
て
雪
も
降
ら
ず
温

Ｑ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
常
磐
炭
田
史
研
究
会
と

は
ど
の
よ
う
な
団
体
で
す
か
。

　
私
た
ち
は
産
業
・
文
化
・
社
会
な
ど
各

分
野
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
常
磐
炭
田
地

域
の
石
炭
産
業
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い

ま
す
。
私
は
常
磐
炭
礦
株
式
会
社
の
系
列

会
社
で
働
い
て
い
た
と
き
に
、
会
社
の
先

輩
に
誘
わ
れ
て
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
十
五
年
に
設
立
し
、
現
在
は
約
七
十
人

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
今
年
は
常
磐
炭
礦
株
式
会
社
磐
城
礦
業

所
の
閉
山
五
十
年
と
い
う
こ
と
で
、
企
画

展
や
ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
ね
る
巡
検
、

テ
ー
マ
ご
と
の
勉
強
会
、
公
民
館
な
ど
と

連
携
し
た
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
い

わ
き
に
は
親
や
祖
父
母
が
炭
鉱
で
働
い
て

い
た
な
ど
、
炭
鉱
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
が

多
く
、
勉
強
会
を
開
催
す
る
と
多
く
の
方

広報いわき　2021. 12　14

292

野木和夫さん
　ＮＰＯ法人常磐炭田史研究会会長。
常磐炭田に関する調査・研究などを
通じて、地域の歴史を後世に伝える
活動に取り組んでいる。

市
民
の
ひ
ろ
ば

つ
わ
も
の

ば
し
ょ
う

こ
う

暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
形
作
ら
れ
た
い
わ

き
の
穏
や
か
な
気
質
が
、
閉
山
闘
争
の
中

に
見
て
取
れ
ま
す
。
泥
沼
化
す
る
地
域
も

あ
る
中
で
、
状
況
を
判
断
し
て
妥
結
し
、

地
域
再
生
に
取
り
組
ん
だ
当
時
を
思
う
と
、

気
質
や
D
N
A
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
、
そ
こ
が
炭
鉱
研
究
の
奥
深

い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
活
動
の
展
望
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
若
い
人
に
「
い
わ
き
に
は
炭
鉱
が
あ
っ

た
ん
だ
」
と
い
う
事
を
、
資
料
だ
け
で
は

な
く
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。
炭
鉱
を

経
験
し
た
会
員
が
い
る
う
ち
に
記
録
を
引

き
継
い
で
、
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
「
い
わ
き
に
あ
っ
た
炭
鉱
」

の
事
象
や
経
験
が
少
し
で
も
役
に
立
て
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

首都圏の中学生に炭鉱跡地を解説

石炭・化石館「ほるる」の企画展で展示され
た閉山闘争の様子を写した写真

常磐炭田に関する事柄を
　　一つでも多く後世に残したい



お
知
ら
せ
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地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
事
業

　
推
進
係
　
☎
27
・
８
５
７
５

○
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　
３
級
指
導
士
養
成
講
座

　
来
年
１
月
７
日
㈮
・
12
日

㈬
・
14
日
㈮
・
17
日
㈪
・
20
日

　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係
　

　
　
　
　
　
☎
23
・
７
０
６
１

　
来
年
１
月
16
日
㈰
　
９
時
〜

正
午

　
消
防
本
部

　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
法
、
止
血
法
の
実
技

　
10
人
（
先
着
順
）

　
各
消
防
署
に
備
え
付
け
の
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
可
）
に
記
入
し
、
来
年

１
月
11
日
㈫
ま
で
に
同
課
ま
た

は
各
消
防
署
へ
提
出

㈫
・
25
日
㈫
（
全
３
回
）

　
９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
10
人
（
先
着
順
）

　
12
月
15
日
㈬
か
ら
ニ
チ
イ
学

館
い
わ
き
支
店
へ
電
話
（
☎

21
・
７
８
９
８
）
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
　
21
・
７
９
３
１
）
で

○
案
内
（
共
通
）

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
市
内
居
住
者
で
、
全
日
程
を

受
講
で
き
る
方

㈭
・
21
日
㈮
・
24
日
㈪
・
27
日

㈭
・
28
日
㈮
・
31
日
㈪
（
全
10

回
）

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
８
人
（
先
着
順
）

　
12
月
15
日
㈬
か
ら
同
課
へ
☎

で○
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

　
養
成
研
修

　
来
年
１
月
13
日
㈭
・
18
日

第
18
回
い
わ
き
子
ど
も
環
境
賞
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

ゴ
ミ
じ
ゃ
な
く
　
資
源
と
呼
ん
で
　
E
C
O
ひ
い
き

　
　
小
学
生
部
門
　
松
本
慈
生
さ
ん
（
湯
本
三
小
５
年
）

未
来
へ
と
　
続
く
架
け
橋
　
S
D
G
s

　
　
中
学
生
部
門
　
二
瓶
彩
名
さ
ん
（
錦
中
２
年
）

市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
３
級
指
導
士
養
成

講
座
な
ど
の
受
講
者

応
急
手
当
普
及
講
習
の
受

講
者

緑のカーテンコンクール受賞作品
を決定
環境企画課環境企画係　☎22－7528

ゴーヤを利用した緑のカーテン

　地球温暖化対策の一環として、一般
家庭や事業所などにおける「緑のカー
テン」の普及を図るため、同コンクー
ルを実施しています。本年度は、瀬川
進さんの作品が大賞を受賞しました。

　／　①天体や望遠鏡の説明・質問会＝18時～　②星空観察＝18
時30分～20時30分／高久公民館
　小学生以上（小・中学生は保護者同伴）
※双眼鏡や望遠鏡・懐中電灯をお持ちの方は、持参してください。
　雨天時は①のみ行います。

冬期スターウォッチング

所

対

時

環境企画課環境保全係　☎22－7441

日所内

来年１／22㈯
開　　　　催

お
知
ら
せ

とき　　時間　　ところ　　内容　　申し込み方法　　対象　　
申込期間・期限　　定員　　
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地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
１
４

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発
展
と
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
を
目
的

に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
次
の
地
区
に
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
が
助
成
さ
れ
ま

し
た
。

・
平
第
18
区
＝
草
刈
り
機
、
冷

　
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
会
議
机

・
平
豊
間
区
＝
エ
ア
コ
ン
、
会

　
議
机
、
椅
子

・
常
磐
三
沢
町
区
＝
物
置
、
座

　
敷
用
椅
子

　
㈮
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出

　
店
し
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
課
支
援
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
８
５

　
12
月
19
日
㈰
　
10
時
〜
11
時

30
分
　

　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
車
い
す
テ
ニ
ス
な
ど

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
、
同
館
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
☎
　
43
・
７
７
９

１
）
、
メ
ー
ル
（

jp

）
で

　
（
一
財
）
い
わ
き
市
公
園
緑

　
地
観
光
公
社
　

　
　
　
　
　
☎
43
・
０
０
３
３

　
〜
12
月
26
日
㈰

　
17
時
〜
20
時
（
土
曜
日
は
20

時
30
分
ま
で
）

※

実
施
期
間
中
の
毎
週
土
・
日

　
曜
日
と
12
月
17
日
㈮
・
24
日

日 時 所 申 対

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

し
た
備
品
の
利
用
を

abilities@
city.iw

aki.lg.
sun-

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

の
参
加
者

日内

　子どもたちの興味や関心に基づいて、自然
観察・調査やリサイクル活動など、地域の中
で身近にできる地球に優しい活動に取り組む
「こどもエコクラブ」の登録団体を募集しま
す。
　３歳から高校生までの子ど
も（１人以上）と活動を支え
る大人で構成される団体
　同課に備え付けの登録用紙
（市ホームページからも入手
可）に必要事項を記入し、〒
970－8686　環境企画課へ
（直接持参・　　可）

環境企画課環境保全係
☎22－7441　　22－7599

kankyokikaku@city.iwaki.lg.jp

こどもエコクラブの登録団体

対

申

募集

日時所 21
世
紀
の
森
公
園
　

光
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
１
が
開
催

　１年間のエコ活動を通して発見したことや感
じたことをまとめた壁新聞や絵日記を募集しま
す。
　①壁新聞＝こどもエコクラブ
の登録団体や環境活動を行う子
どもを中心とした団体　②絵日
記＝個人
　同課に備え付けの応募用紙（市ホームページ
からも入手可）に必要事項を記入し、〒970－
8686　環境企画課へ（直接持参も可）
　来年１月14日㈮必着
※対象や申し込み方法など詳しくは、同課へお
　問い合わせください。

環境企画課環境保全係　☎22－7441

全国エコ活コンクールの壁新聞・
絵日記

申

対

期

募集

内
期 定


